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開会 

1. 第 10回オペレーティング・モデル及び管理方式に関する技術会合議長の

アナ・パルマ博士は、会合を開会するとともに、会合への参加者（別紙

1）を歓迎した。議長は、本会合に対する付託事項はオペレーティング・

モデル（OM）の再条件付けをレビューすること、及び拡大科学委員会

（ESC）に提示すべく絞り込んだ候補管理方式（CMP）のセットを開発す

るため、CMPの更新バージョンのパフォーマンスをレビューすることで

あると述べた。 

2. 議題案が検討及び修正され、別紙 2のとおり採択された。 

3. 会合に提出された文書のリストは別紙 3のとおりである。 

4. ラポルツアーが任命され、コンサルタント及び科学諮問パネルのメンバー

とともに報告書の作成作業に協力することが合意された。報告書における

以下のセクションは、採択された議題に基づくものである。 

 

議題項目 1. 作業計画のスケジュール及び現在までの進捗状況のレビュ

ー 

5. 議長は、新たな管理方式（MP）の開発作業計画についてレビューし、本

作業計画の目的は、拡大委員会が 2019年に候補 MPについて検討しこれ

を採択することができるように評価を完了することであると述べた。採択

された MPは、2020年に 2021 - 2023年の漁獲上限を決定するために用い

られることとなる。 

6. メンバーの科学者は、2017年に実施された資源評価において使用された

データベースにさらに 2年間（2017及び 2018年）のデータを追加するこ

とにより、OMを更新することができた。この作業は 6月に完了したが、

ESCにより特定された全てのランを OMMP 10までに完了するには、開発

者に残された時間は非常に少なかった。ベースラン及び最も影響が強いと

考えられる少数の頑健性試験が優先された。さらなるランは OMMP10の

会合期間中に完了され、その結果は議題項目 3において報告された。 

 

議題項目 2. オペレーティング・モデル及び入力データ 

2.1 遺伝子標識放流 

7. CSIROは、遺伝子標識放流計画についてアップデートした文書 CCSBT-

OMMP/1906/06を発表した。2歳魚（標識時点）及び 3歳魚（収穫時点）



 

を特定するために用いる体長クラスを精緻化する作業が説明され、2019

年 9月の ESCではさらに包括的な発表が行われる予定である。本作業に

より、2歳魚を決定するために用いられる体長の範囲がより限定される結

果となり、それに伴って解析に使用される放流個体数が減少した。2016

年及び 2017年の推定 2歳魚資源量はわずかに下方修正され、関係する CV

が若干増加した。2016年及び 2017年の更新された推定値は 2019年

CCSBT科学データ交換を通じて提供され、最終的な OMの条件付けに取

り込まれた（CCSBT-OMMP/1906/04で報告されたとおり。議題項目 2.5を

参照）。 

8. 技術部会は、サンプリングのセレクティビティによって生じる可能性があ

るバイアス及び CVの上昇、漁場における 2歳魚と 3歳魚の混合、GABが

3歳魚の代表的なサンプルを提供しているのかどうか、及びサンプリング

された魚の放流後死亡の有無など、遺伝子標識放流の改正点及び遺伝子標

識放流の利用に関する全般的な検討を行った。これらの問題の大部分は遺

伝子標識放流の設計研究（CCSBT-ESC/1509/18）において対処済であるこ

と、及びより柔軟なベータ二項分布を OMに含めることで時系列が蓄積す

るにつれてプロセスエラーの潜在的な原因の推定が可能になっていくと考

えられることが留意された。技術部会は、これらの問題の多くは 2020年

に予定されている全面的な資源評価作業の中で考慮し得ること、及び一部

については将来の管理方式の頑健性試験の際に考慮し得る可能性があるこ

とに合意した。 

9. GABのデータが 3歳魚を代表しているかどうかという特有の問題につい

て、豪州は、近縁遺伝子標識再捕（CKMR）の作業から得られた半きょう

だいペア（HSP）データが将来的にこの問題をモニターする方法を提供す

るものと述べた。今日までに得られた全ての証拠が、この仮定は合理的で

あることを示唆している（CCSBT-ESC/1809/19、CCSBT-ESC/1809/14）。 

2.2 近縁遺伝子解析：親子ペア（POP）及び半きょうだいペア（HSP） 

10. CSIROは、2019年の近縁遺伝子解析の結果のうち技術部会に関係する

2019年の近縁遺伝子解析についての簡潔に記述した文書 CCSBT-

OMMP/1906/07を発表した。「遺伝子型判定」に関して改善されたプロセ

スを含む詳細は、2019年 9月の ESCに対して提示される予定である。OM

の条件付けに対する重要なインプットは、2018年の POP（n=82）と HSP

（n=167）に関する更新データと、HSP判定における推定偽陰性率

（0.16）の修正である。HSPの識別に注意を払うことにより、HSPペアの

真値が 16 % 過小評価される可能性がある。OMの条件付け（議題項目 2.5

を参照）にはこの推定値が組み込まれており、CKMR資源量推定モデル

でも使用されている（CCSBT-ESC/1809/14）。 

11. CCSBT-OMMP/1906/07では、POPの合計数は多いものの、近年の若齢魚

年級に対応したものはむしろ少ないこと（2012 - 2014年の期間に生まれた

若齢魚に対応するものはわずか 5ペア）、したがって近年の親魚資源量に

関する直接的な情報は多くはないことを指摘した。さらに、親魚資源が再

建していくにしたがって、将来の「比較当たりの年級当たり POP」はより



 

少なくなっていくこととなる。このため、親魚資源量に関する情報が頑健

かつ最新であるよう維持していくためには、年間サンプル数を増加させて

いく必要があるものと考えられる。更新した OMを用いた MP試験のプロ

セスは、将来においてどの程度のサンプル数が適切であるかを探求する方

策となる。技術部会は、本件が 2019年 9月の ESCにおいて議論される科

学調査計画の中で検討すべき問題となり得ることに留意した。 

2.3 CPUE 

12. 日本は文書 CCSBT-OMMP/1906/08を発表した。本文書は、日本はえ縄漁

業の操業パターンの変化について最新年に得られたものを過去 10年間と

比較して解析した更新文書である。2018年の操業について、漁獲量、漁

船隻数、操業時空間、海区別割合、体長組成、及び操業の集中度にかかる

実質的な変化は認められなかった。著者は、2018年の日本はえ縄の CPUE

は過去と同様に資源量を反映しているものと考えることができると結論付

けた。CPUEの増加に最も寄与していたのは 2018年における漁獲量の増

加であった；操業時空間の拡大及び操業回数による寄与度は小さかった。 

13. また、日本は文書 CCSBT-OMMP/1906/09も発表した。本文書では、CMP

の主要な入力として使用される SBT資源量指数であるコア船 CPUEにつ

いて要約している。本文書では、データ準備、GLMを用いた CPUE標準

化及び海区の重み付けについて説明している。データは 2018年まで更新

された。ベース GLMモデルを使用して評価した W0.8及び W0.5に反映さ

れている 2018年の指数値は、過去 10年間の平均値より高くなっている。 

14. 著者らは、2018年のコンスタント・スクエア（CS）CPUE推定値が大き

く増加した原因について、「コア」船を代替船団サブセットで比較するこ

と、他のまぐろ類の混獲（データにおいて）の影響、及び海域を含むこと

（例えば、緯度帯及び交互作用といった異なる方法での GLM標準化）を

含めて精査した。著者らは、CS CPUEシリーズでは海域要素、具体的に

は 8海区の南緯 40度帯が増加の原因と考えられることを確認した。これ

は、船団の特性及び 2018年の漁業条件に関する活発な議論につながっ

た。W0.8と W0.5の CS-バリアブル・スクエア（VS）の両方の指数値が大

きく増加していることから、技術部会は、これらの二つの代替値を、現在

の SSB／CPUE推定値、及び例えば一定漁獲量将来予測シナリオの下で比

較するとどうなるかに関心を持った。VS CPUEシリーズだけを使用した

議題項目 3の下でのいくつかの頑健性試験（すなわち頑健性ランの

CPUEw0）をレビューし、CSモデルに基づく推定の重み付けを減らした

場合の影響が調査された。技術部会は、CPUE解析の詳細な調査を 2020

年の資源評価の焦点とすること、その際に 2018年の CS推定値が高い問題

についても十分に精査することを勧告した。 

2.4 インドネシアの漁獲物における小型魚 

15. オーストラリアは、直近のバリでの成熟度ワークショップの後に、オース

トラリア及びインドネシアの科学者が本件、具体的には海区 1と海区 2に

おけるインドネシアの漁獲物を分離するためのデータの入手に関する問題



 

について議論したことを報告した。オーストラリアは、更新データは

2016 - 2018年のデータ交換において提供されたが、それ以前の年について

はまだ対応されておらず 、2019年の ESCにおいて解析結果が提示される

可能性があるものと理解していると報告した。小型魚の分離は、海区別に

成魚と未成魚を描写するという意味では、当初希望されていたほどには明

確にされるとは期待できないことが留意された。 

16. 2020年の資源評価に向けてさらにデータが利用可能になるものと想定さ

れている。 

2.5 OMの再条件付け 

17. オーストラリアは 2つの文書を発表した。1つは文書 CCSBT-

OMMP/1906/04で、OMの条件付けのコード変更（新たな遺伝子標識放流

データへの当てはまりの診断図を含む）に関する文書であった。もう 1つ

の文書 CCSBT-OMMP/1906/05は、CMPのパフォーマンス（再条件付けし

たグリッド及びより広範なデータセットに対する再条件付けの当てはまり

に関するさらなる情報を含む）に関する文書であった。現在、OMは、

2018年までを含むデータに対して、並びに初めて 2つの遺伝子標識放流

データポイントを含める形で再条件付けがされている。 

18. 2017年の ESCにおいて合意されたベースグリッドが使用された（表

1）。 

 

表 1．CMP試験における base18に関する OMのリファレンスセット 

パラメータ 値 累積 N 事前分布 サンプリング 

h 0.60,0.70,0.8 3 uniform Prior 

M0 0.35,0.4,0.45,0.5 12 Uniform ObjFn 

M10 0.05,0.085,0.12 36 Uniform ObjFn 

W 1 36 Uniform Prior 

CPUE w0.5, w0.8 72 Uniform Prior 

CPUE age range 4-18,8-12 144 0.67,0.33 Prior 

Psi 1.5,1.75,2.0 432 0.25,0.5,0.25 Prior 

UAM1 後述 432   

 

19. また ESCは、総漁獲量の不確実性を考慮するため、MP試験を目的とした

リファレンスセット（本報告書では base18と表記）に UAM1シナリオを

含めることに合意済であった。これは「MPアプローチ」の議論に関連し

て 2016年に合意されていたとおりである。現在、「added-catch」

（UAM1）シナリオでは、大型魚と小型魚について、1990年から 2013年

までの期間に未考慮漁獲量が 0トンから 1000トンまで直線的に増加し、

2014 - 2018年の未考慮漁獲量は 1000トンに固定する形で導入されてい

る。これらの未考慮死亡は、リファレンスセットに既に含まれているもの

（例えば、表層漁業の 20 %）に対してさらに追加されたものである。将

来予測においては、追加漁獲量は 2016年の TACと同様の割合で維持され



 

た。未考慮死亡はサイズ分布が最も近くマッチする漁業に割り当てられる

（将来予測モデルの漁業 1及び 4）。これらの漁業は未考慮死亡原因とい

うことではなく、むしろシナリオを導入するための便宜的な方法と理解べ

きである。 

20. 未考慮死亡は OMの条件付けに使用される過去の漁獲量に含まれているこ

とから、2018-2020年の TACから差し引くとして拡大委員会が決定した

306 tについてはこの UAM1シナリオの中で考慮されており、2018-2020年

の漁獲量／TACには含まれていないものとされた。 

21. 更新した OMにおける 2016年航空目視調査指数（すなわち 2013年の加

入）の影響について、base18から得られた加入シリーズ及び資源量指数へ

の当てはまりを AS 2016頑健性試験と比較することにより、予備的な解析

を行った。図 1は、2016年の調査ポイントを除いても（加入_AS2016）、

2013年及び 2014年の両方が平均的な年級よりも非常に大きいことを示し

ている。AS2016データを含めることは、これらのコホート、特に 2013年

級の強度を強調する。 

22. AS2016グリッドの CPUEへの当てはまり（図 2）もまだ最近の CPUEに

対して大きな上昇を示しており、AS2016に関係した極めて高い 2013年級

を無くした場合でも 2018年のデータポイントへの当てはまりが良かっ

た。航空目視調査指数の当てはまりも同様であり（図 3）、GTの当ては

まりについては、2016年航空目視調査指数を除くと 2013年と 2014年の偏

差がより小さく推定されることを踏まえれば、CCSBT-OMMP/1906/05で

先に議論したように加入効果の強度がかなり弱くなり、これ故に AS2016

では GTの当てはまりが改善した（図 4）。技術部会は、AS2016で観測さ

れた例外的に高い 2013年級は近年の高い CPUEの傾向、特に 2018年を説

明するのに必要ではないとの結論に至った。AS2016データを含むことに

より、2018年の CPUEデータポイントへの当てはまりが改善する。 

 

図 1．2016年航空目視調査データを含めた場合と含めない場合の推定加入量 



 

 

 

図 2．2016年航空目視調査データを含めた場合と含めない場合の CPUEへの

代表的な当てはまり 

 

 

 

図 3．2016年航空目視調査データを含めた場合と含めない場合の航空目視調

査指数への代表的な当てはまり 

 

 



 

 

図 4．2016年航空目視調査データを含めた場合と含めない場合の 2016年及び

2017年の遺伝子標識放流データへの代表的な当てはまり 

 

23. 遺伝子標識放流データを含んだ新たなデータは、全体的に当てはまりが良

かった。技術部会は、数値の最適化に関係するいくつかの技術的問題及び

グリッド内の個別のモデルランに起こり得る問題について議論した。技術

部会は、これらの問題について 2020年の資源評価の際にさらに十分に検

討すべきこと、及びグリッドのいくつかの個別の要素への当てはまりの問

題を解決するよりもグリッド内の適したモデルの選択がより重要であるこ

とに合意した。 

24. 技術部会は、2018年の SSB0及び B10+ の推定値は再建の期待通りに以前

の推定値よりも若干高くなっており、また SSBMSY／SSB0の推定値は 27 %

より高く、このことはグリッドの生産性に関係するパラメータと整合して

いることに留意した。 

25. 上記のような点はあるものの、技術部会は、再条件付けされた OMは MP

試験の目的に対して十分であることに合意した。 

 

議題項目 3. MP試験の結果の評価  

3.1 最初の MP試行の結果のレビュー  

26. オーストラリアは、候補管理方式、特に rh12 CMPのベースグリッド及び

頑健性試験に対するパフォーマンス評価に関する文書 CCBST-

OMMP/1906/05を発表した。 



 

27. 日本は、みなみまぐろの候補管理方式のうち NT CMPセットのさらなる

改良及びパフォーマンス評価に関する文書 CCSBT-OMMP/1906/10を発表

した。 

28. 日本は、以前は DMMと呼称され、現在は DMR CMPセットと呼称されて

いるみなみまぐろの候補管理方式のさらなる改良及びパフォーマンス評価

に関する文書 CCSBT-OMMP/1906/11を発表した。 

29. 3つの文書はいずれも、CMPに再条件付けされたベースラインと頑健性試

験を適用することに重点を置いた形で、以前に説明された CMPのアップ

デートを簡潔に提示した。3つの CMPのいずれも、CPUE、遺伝子標識放

流及び CKMRの情報を使用するものである。 

30. さらにオーストラリアは、2018年にも検討された、遺伝子標識放流と

CKMRのみを入力に使用する（及び CPUEは使用しない）CMPの評価に

ついて、文書 CCSBT-OMMP/1906/05の補遺として提出した。 

31. これらの CMPの主な属性を表 2に概説した。 

 

表 2. OMMP 10で精査された CMPの説明 

CMPの総括 

 rh12 A49 NT4 DMR 

CMPの

タイプ 

遺伝データを用いて年

齢構成モデルで推定し

た TROのモデルベース

の対数線形トレンドと

CPUEの経験的線形トレ

ンドを使用した HCRの

ハイブリッド版 

RH12 MPと同様で

あるが、CPUEを

除外し GTと

CKMRデータのみ

を使用 

CPUEの対数線形トレンド

とセーフガードとしての遺

伝子標識放流の加入量指数

（遺伝子標識放流による）

を使用する 2相（2035年

を境に POP指標により切

り替える）の HCRのハイ

ブリッド 

異なるデータタイプ

を入力（下記）とし

た異なる 4つの CMP

のうち 3つによる

（異なる重み付けで

の）ハイブリッド版 

CMP開

発のた

めの主

参照 

CCSBT–ESC/1709/20, 

CCSBT-OMMP/1906/05 

CCSBT-

ESC/1809/20, 

CCSBT-
OMMP/1906/05. 

Rev1（追加） 

CCSBT-OMMP/1906/10 CCSBT-

OMMP/1906/11 

CMPにおけるデータの使用方法 

CPUE トレンド 使用しない 傾斜; ゲインパラメータは

緩やかに上昇し、急下降 

ターゲット 

近縁遺

伝子標

識再捕

(POP及

び HSP) 

TRO 指標𝐼𝑦
𝑐𝑘、ゲインパ

ラメータはターゲット

に対して緩やかに変化 

TRO (𝐼𝑦
𝑐𝑘) 指標 経験的 POP、ゲインパラメ

ータはターゲットに応じた

資源量に依存して変化させ

る（HSPは使用しない） 

TRO 指標 (𝐼𝑦
𝑐𝑘)を使用

した前年までの年依

存のターゲット 

遺伝子

標識放

流 

リミット（近年 5年の

平均）；リミット以下

ではゲインパラメータ

は急激に下降し、中間

であれば変化せず、リ

ミット以上では緩やか

に上昇 

リミット（近年 5

年の平均）；ゲイ

ンパラメータは緩

やかに上昇し、急

下降 

リミット（最小推定; 近年

2年の平均)；リミット以下

では、急激に下降 

ターゲット; ゲインパ

ラメータは緩やかに

上昇し、急下降 

 

 



 

3.2 チューニングのオプション及び運用上の制約に関する再検討 

32. ESCは、目標水準とチューニング年について、i) 2035年までに 0.30 SSB0

及び ii) 2040年までに 0.35 SSB0の 2つの組み合わせに重点を置くことに合

意したが、2019年における新たなデータの利用可能性及び OMの再条件

付けによっては、チューニングの基準の選択肢をさらに検討する必要があ

ることを認識した。 

33. 2018年においては、初期的な CMPを用いて、2035年までに SSB0の 0.25

及び 0.40を含むより広範なチューニング水準により予備的な評価を行っ

た。2035年に 0.40という目標を達成するためには、いずれの CMPでも即

座に TACを大幅に削減する必要があった。0.25目標の場合にはこの状況

は反転し、短期的には CMPは一貫して TACをさらに高い水準へと増加さ

せたが、目標水準が達成された後に TACの大幅な減少が必要となった

（表 3を参照）。TACの漸増が望ましいこと、大幅な TAC削減は望まし

くないこと、及び特に再建目標達成後は相対的に安定することが好ましい

という SFMWGからの全般的な指針を踏まえ、技術部会はこれら 2つのチ

ューニング水準に対するこのような挙動は容認され得ないものと判断し、

従って、2035年及び 2040年にそれぞれ SSB0の 0.30及び 0.35 という目標

水準に重点化することを決定した。 

 

表 3．2018年（ESC並びに OMMP 9）及び OMMP 10において OMに対して

評価されたチューニング水準 

SSB チュ

ーニング

水準 コメント（2018年より） OMMP 10 

0.25 TACの増加がその後の削減を必要と

したため失敗 

同様の問題あり； 更新された

資源状態を仮定するとその程

度はさらに深刻 

 

0.30 2035年に関しては保持 

 

問題なし 

0.35 2035年に関しては失敗（短期的な

TAC 削減が必要）したため、チュー

ニング年を 2040 年に変更 

2035年にチューニングするた

めには TAC 削減が必要。2040

年にチューニングすることは

問題なし 

 

0.40 0.35のチューニングと同様に失敗

（その程度はさらに深刻） 

0.35へのチューニングと同様

の問題あり 

 

34. 2018年までのデータを取り込んだ OMの再条件付けでは、SSBの枯渇の

程度は若干低いとの結果が得られたが（2017年における推定値 0.13に対

して、0.17（0.15–0.21 90 % CI））、これは 2017年及び 2018年の両年に

実施した将来予測の概ね範囲内であった。会合中、2035年までに SSB0の

35 % を達成することが可能かどうかの簡単なテストとして、（現在の

TACで）漁獲量を一定とした場合の将来予測が行われた。現行 TAC



 

（17,647トン）で一定とした場合、2035年時点の SSBの中央値は 0.337 

SSB0であった。このことは、2035年までに 35 % SSB0を達成するために

は短期的に TACを削減する必要があることを明確に意味している。この

ことから、技術部会は、達成がそれぞれ 2035年及び 2040年となる 30 %

及び 35 % SSB0のターゲット水準に引き続き重点化していくことに合意し

た。 

35. 2018年の戦略・漁業管理作業部会（SFMWG）会合において指定された運

用上の制約は維持された。具体的には以下のとおりである。 

• TACは 3年間のブロックにより設定すること 

• TACの設定から実施までの期間が通常より 1年短縮されることに留意

しつつ、最初となる 2021 - 2023年の TAC決定を 2020年に行うこと。

それ以降は通常のスケジュールに従うこと（すなわち、2024 - 2026年

の TAC設定は 2022年に実施） 

• 最大の TAC変更幅は 2,000トン、3,000トン及び 4,000トンとして設定

し、これらの 3つでは十分なコントラストを示さなかった場合には

5,000トンを追加すること。最大 TAC変更幅の各水準を全てのチュー

ニング水準との組合せに適用する必要は必ずしもないものと考えられ

る。 

36. 技術部会は、ベースケースとして 3,000トンを使用することとし、関連す

る作業量を軽減するため、（ベースケースのチューニングに対する）最大

TAC変更幅のトライアルとして 2,000トン及び 4,000トンを 2035年（30 

%）のチューニングに関してのみ評価することを決定した。 

3.3 チューニングされた MPのパフォーマンスの比較及び予想される調整 

37. ベースケース OMにおいて 2035年までに SSB0の 30 % を達成するように

チューニングされた CMPのパフォーマンスを中央値で見ると図 5のとお

りである。CCSBT-OMMP/1906/10で説明されているとおり、CMP NT4で

は最大 TAC変更幅を 500トンに設定していることに留意されたい。同

CMPは、会合中に、他の CMPに合わせて 100トンの最大 TAC変更幅を

使用するよう調整された。2035年までに 30 % SSB0を達成するようにチュ

ーニングされた本 CMPは、「NT100_3000」と命名された。 

38. 技術部会は、i) 同様のチューニング条件であれば、全ての CMPが OMの

base18［2018年までのデータを使用したベースケース］では資源の保存に

関してほぼ同一のパフォーマンスを有していること、及び ii) A49_3000及

び DMRCOMB2_3000 CMPは、再建期間中の AAVがより高いというトレ

ードオフと引き換えに、NT100_3000及び rh12_3000 CMPよりも平均的に

僅かに高い TACを達成することに留意した。 

39. 技術部会は、AAVは漁業再建後の比較的安定した資源量の下での漁獲量

の年間変動のみに関する評価基準というよりも、本質的にはむしろ資源再

建期における TACの増加傾向も含めた評価基準であることから、資源の

再建期においては慎重に解釈される必要があることに留意した。従って、



 

AAVが高いことは必ずしもパフォーマンスが悪いことを示すわけではな

い。 

40. パフォーマンス測定値 P(2up1down) についても慎重に取り扱う必要があ

る。本会合において、この測定値（を計算するための Rコード）が修正さ

れた（セクション 5.1を参照）。初期の TACをより保守的に設定するこ

とにより、A49_3000及び DMRCOMB2_3000 CMPは NT100_3000及び

rh12_3000よりも低い P(2up1down) の値を示した。ここで注目すべきは、

これら後者 2つの CMPは、中央値ベースで短期間により高い TACを達成

するために、当初において TACをより急速に増加させる（それ故に AAV

がより高くなる）点である（図 8も参照されたい）。 

41. 技術部会は、このチューニング条件（2030年までに 30 % SSB0）を用いた

場合は全ての CMPが拡大委員会の要件を満たしていること、またさらな

る差別化のためには異なるチューニング水準におけるパフォーマンス、頑

健性試験、及び資源再建と漁獲量の予想されるパターンに関する検討が必

要であることを認識した。また技術部会は、全ての CMPは未だ開発段階

にあるが、パフォーマンス面では既にある程度収束しており、OMMP 10

から ESC 24までの最終的な開発期間においてさらに収束へ向かう可能性

が高いことも認識した。 

42. 2つのチューニング水準（2030年に SSB0の 30 % 及び 2040年に SSB0の

35 %）におけるパフォーマンスの違いは図 6のとおりである。二組の

CMP間（A49及び DMRCOMB2 CMPを NT100及び rh12と比較した場

合）の TACのトレンドには明白な差異がある。また、注目すべきこと

に、CMP NT100及び rh12は両チューニング水準の下で類似したパフォー

マンスを示す一方で、A49 CMPは 2つのチューニング水準で質的に異な

る挙動を示しており、A49及び DMRCOMB2 CMPでは相互の差異がより

明確になっている。 

43. 全ての CMPに関して、2つのチューニング水準間での大きな違いは、

2040年に 35 % SSB0 にチューニングした場合に TACをより低くしなけれ

ばならない点である。 

44. 技術部会は、CMPの挙動について議論し、再条件付けした OMでは現在

の計算開始時の資源量が以前よりも高いこと及び CMPはチューニング水

準を達成できるよう迅速に TACを変更する必要性があること、35 % SSB0

にチューニングするための CMP上の制限（セクション 3.2における漁獲

量を一定とした試験結果も参照）、最大 TAC変更幅及び上限値の使用な

どを含む多くの問題に留意した。開発担当者はこれらの問題を認識してお

り、最終的な CMP開発を進める際にはこれらの問題に対応することが期

待されている。 

45. 全ての CMPに対して 2035年までに 30 % SSB0とするチューニング水準で

の頑健性試験が実施され（図 7を参照）、また、DMRCOMB2_3500（未

実施）は DMRGT_3500に置き換えた上で、ほとんどの CMPに対してもう

1つのチューニング水準での頑健性試験が実施された。2つのチューニン

グ水準の間で頑健性試験におけるパフォーマンスの差異は小さく、ここで



 

は 30 % SSB0のチューニング水準に関する結果のみを示した。しかしなが

ら、DMR CMPに関しては、cpuew0（すなわち、条件付けにおいてのみ使

用されている VS CPUE）を採り入れた頑健性試験では DMRGTが

DMRCOMB2 CMPよりも僅かによい資源保護のパフォーマンスを示すよ

うであることが留意された。DMRCOMB2 CMPは単一のデータ入力値

（CPUE、遺伝子標識放流、あるいは CKMR）を用いて個別にチューニン

グされた CMPの重み付け平均を使用していることから、遺伝子標識放流

（GT）にさらに高く重み付けし直すことが修正 DMRCOMBn CMPのパフ

ォーマンスを改善するための 1つの方法となり得ることが示唆される。 

46. 技術部会は、本会合には実際の［CMP間の］選別は求められていないこ

と、及び頑健性試験の結果の検討は［CMPの］理解と開発を支援するた

めのものであることに留意しつつ、CMPに関する選定及び助言のプロセ

ス及び頑健性試験を最大限活用することに関して議論した。技術部会は、

まず第一に必要なことは、どのような CMPであっても ECによって定め

られた要件を満たすことである点に合意した。実際のところ、全ての

CMPはそれぞれの中央値での枯渇に関する要件を満たすようにチューニ

ングされているので、この点については保証されており、またいずれの

CMPも、少なくとも 70 % の確率で 0.2 SSB0 以下に低下しないという要件

を既に満たしている。ベース OMのグリッド（base18）の試験では、少な

くとも現在までのところ、全ての CMPが全てのパフォーマンス測定値に

関して同様のパフォーマンスを示す傾向があるようである。ベース OMの

グリッドにおいて要件を満たす全ての CMPが頑健性試験の対象となり、

CMPの相対的なパフォーマンスが評価可能となる。本会合で現在試験に

使用されている全ての CMPが、航空目視調査の 2016年の高い推定値の削

除又は 5年間の低加入量の継続に対して頑健と考えられることは注目に値

する。全ての CMPに関して問題となる頑健性試験は cpuew0（すなわち、

バリアブル・スクエアの CPUEシリーズで条件付けされたもの－セクショ

ン 2.3を参照）を含んだものである。VS CPUEは低水準であることから、

これらのモデル［cpuew0単独で、あるいはこれと組み合わせて条件付け

した OM］では近年の資源量が低く推定され、現状の CMPの中には、資

源再建目標を達成するもの、又は資源が 0.2 SSB0水準以下に減少する確率

が高くなることを防ぐものがない。 

47. 技術部会は、検討した頑健性試験のうち、AS2016及び reclow5は極めて

妥当であり、CMPのパフォーマンスはこれらに対して頑健であることが

望ましいことに合意した。これとは対象的に、cpuew0は既存のグリッド

の範囲外の極端なケースであり、妥当性は低いことも合意された。低いス

ティープネスやその他のオプションによる追加の頑健性試験は議題項目

4.1で検討された。 

48. 技術部会は、MPの選別／選択はパフォーマンス測定値の比較のみに基づ

いて達成可能と考えられるかどうか、又は中央値の軌道や「ワーム・プロ

ット」を検討することが拡大委員会の関心事であるその他の望ましい特性

を識別するための一助となるかどうかについて、広範な議論を行った。技

術部会は、MP試験は管理方式に期待されるパフォーマンスを比較するた



 

めの過程であって、資源評価の代替ではないことを強調するよう努めた。

管理方式は、戦略的な決定を支援するためのツールであって、戦術的な決

定を支援するためのものではない。そうではあるものの、技術部会は、予

想される軌道が新 MPの最終的な選択に関連し得るものであることは認識

している。図 8に、base18の OMを用いてテストが行われた代表的な

CMPにおける予測 TAC「軌道1 」の合成図を示す。またこれには、各

CMPに関して、グリッドのサンプリング時に得られる全セット（2000）

からランダムに選択した 200の個々の TAC軌道のワーム・プロットも示

している。上述のとおり、2035年までに 30 % SSB0にチューニングし、か

つ base18の OMに適用した現状の CMPのうち、A49及び DMR COMB2

は初期の TAC設定でやや保守的となるが、2035年までの全期間的にはよ

り高水準まで TACを増加させる。4つの CMPに対する個々のワーム・プ

ロットは、中央値の図示だけでは望ましくない軌道がある潜在性を隠蔽し

てしまう可能性を示している（図 8）。 

 

 

図 5. base18のグリッドで 2035年に 30 % SSB0 にチューニングした異なる

CMPに関する重要なパフォーマンス統計量の例示。各 CMP名の末尾の

「3000」は TAC変更で許容される最大値を指し、また、OM名にある 30は

チューニング水準を示すことに留意されたい。 

 

 

 

1 これらの「軌道」は単に各年の分布の中央値を接合したものであり、現実に起こると考え

られるような実際の軌道を示したものではない（対象的に個々のワームは実際の軌道を示す

ものである）。 



 

 

 

 

 

図 1. 2つの異なるチューニング水準（2035年に 30 % SSB0 及び 2040年に

35 % SSB0）にチューニングした 4つの CMP（行ごと）の対比の例 

 



 

 

図 2. 異なる CMPのパフォーマンス統計量を頑健性試験と base18で比較した

例 

 



 

 

図 3. 漁獲量の軌道（ワーム）及び 2035年に 30 % SSB0にチューニングした 4

つの異なる CMPの下での予測 TACの 90 % 信頼区間の例 

 

 

 



 

議題項目 4. 頑健性試験の再検討 

4.1  ESC前の最終試験に関する頑健性試験の優先度の再検討 

49. これまで、再条件付けされた OMを用いて開発中の CMPの頑健性試験に

ついては、優先順位付けに関する表 4よりも縮小したセットにより検討さ

れてきたところである。技術会合は、さらなる頑健性試験についてはグリ

ッド内のスティープネス（0.60、0.70、0.80）よりも低いスティープネス

（h=0.55）により実施すべきことに合意した。これには h55 OMの条件付

けが必要とされ、会合中に試みられた。この hの低い値と若齢魚自然死亡

率の高い値とを組み合わせた場合に、収束の問題が生じた。2018年に同

様の問題が生じたが、より最近のデータ（GT、CPUE）が低いスティープ

ネス／高い M0シナリオの互換性をさらに低下させている可能性がある。

この問題を回避するため、M0値の上位 2つを除き、中位の psi値（1.75）

のみを保持した縮小グリッドが作成された。この縮小グリッドの実行には

問題がなかった。技術会合は、M0値に関しては縮小グリッドを使用し、

ベースリファレンスセットで使用されるすべての psi値を含めたものを

「h55」頑健性試験とすることに合意した。 

50. 技術会合は、OMMP 10に提示された頑健性試験に試験を追加することに

合意した。これらには、AS2016データ点と 2018年 CPUEデータ点の両方

を除外したグリッドの当てはめが含められた（AS2016cpue18）。選択さ

れた頑健性試験のセットを下表 5に示した（完全なリストは別紙 4のとお

り）。 

 

議題項目 5. パフォーマンス統計量 

5.1 パフォーマンス統計量、表及び図 

51. CMPパフォーマンス評価のための表及び図は、技術会合を通じて検討及

び修正された。 

52. CMPを評価する中で、P(2up1down) のパフォーマンス測定値が誤ってコー

ド化されていたことが認識された。この測定値は、CMPから与えられた

最初の 3回の TAC変更において、2回 TACが増加した後に 1回 TACが減

少する確率を把握することを目的とするものである。しかしながら、これ

までに使用してきた測定値では、CMPの実施からチューニング年までの

P(2up1down) を誤って計算しており、最初の TAC変更が除外されてい

た。コードは修正され、現在、パフォーマンス測定値は意図した通りに機

能している。本報告書において、P(2up1down) の使用は全て修正されてい

る。 

53. 技術会合は、2024年と 2027年の TAC変更を反映した新しいパフォーマン

ス統計量を作成した。これについては今後の評価において検討される必要

があるものと考えられる。 

 



 

議題項目 6. 作業計画及びスケジュール 

6.1 コードの更新及び関連する作図ファイル 

54. この作業に関する詳細は、次のセクションの休会期間中の作業計画に関す

る議論の中で扱われている。 

6.2 作業計画の再検討 

55. 下の表は、直近及び予定されている作業、及び ESC前の CMP試験で使用

される命名規則を概説する。「xxx」値は、CMP名に置き換えることを意

図している。 

 

表 4. MPの開発と実施に関する作業計画の要素 

2019   

5月  データ交換 

5／6月  条件付けにおいて問題が発生した場合のためのウェブ会合 

6月 24 – 

28日 

OMMP10 OMの再条件付け及び ESCに提示する限定 CMPセットを開発

するための CMP更新版の最初のレビュー 

 OMMP10 全ての試験を促進するための Githubの再構築  

7月 1日 OMMP10後 ESC及び OMMPの議長からコミッショナーに対し、CMPのパ

フォーマンスに関するさらなる指示を求めるレターを回章 

ESC前  2019年及び 2020年の漁獲量の微修正（306tの控除、繰越量の

計上）に留意 

OM頑健性試験のグリッドの再条件付けの完了：h55、fis20、

cpueupq、cpueom75、as2016cpue18 

  開発者は、以下の表 5に指定された全ての試験を完了 

9月 ESC + 1日の 

OMMP非公式

会合 

CMPセットのレビューと助言 

10月 EC MPの選択と採択と目指す 

2020   

6月 EC／ESCの特

別会合 

評価を完了するためにさらに時間が必要な場合の緊急時のプレ

ースホルダー 

6月 OMMP11  資源評価 

9月 ESC 2021年の TAC助言を提示するため、採択した MPを実施（す

なわち、標準的な 1年間のタイムラグなし）（注：本 MPの実

施には 2020年データ交換が含まれる） 

採択した MPを用いた将来予測を含め、資源評価を更新 

10月 EC 2021 – 2023年の TACに合意 

 

 

 

 

 

 



 

表 5. ベースケース (base18) 及び選択された頑健性試験の仕様。命名規則上、

“xxx”は CMP名に対応。 

名前 目標年、水準 
最大 TAC

変更 
試験 順序 

xxx_2000_30_base18 2035, 30 % 2,000 ベースケース 1 

xxx_3000_30_base18 2035, 30 % 3,000 
ベースケース、加えて

全ての頑健性試験 
1 

xxx_4000_30_base18 2035, 30 % 4,000 ベースケース 1 

xxx_3000_35_base18 2040, 35 % 3,000 
ベースケース、加えて

全てのの頑健性試験 
1 

頑健性試験リスト 2035, 30 % 3,000  1 

xxx_3000_30_as2016 2035, 30 % 3,000  2 

xxx_3000_30_as2016cpue18 2035, 30 % 3,000  11 

xxx_3000_30_as2016reclow5 2035, 30 % 3,000  9 

xxx_3000_30_cpueom75 2035, 30 % 3,000  3 

xxx_3000_30_cpueupq 2035, 30 % 3,000  4 

xxx_3000_30_cpuew0 2035, 30 % 3,000  5 

xxx_3000_30_cpuew0reclow5 2035, 30 % 3,000  10 

xxx_3000_30_fis20 2035, 30 % 3,000  6 

xxx_3000_30_h55 2035, 30 % 3,000  7 

xxx_3000_30_reclow5 2035, 30 % 3,000  8 

xxx_3000_35_as2016 2040, 35 % 3,000  2 

xxx_3000_35_as2016cpue18 2040, 35 % 3,000  11 

xxx_3000_35_as2016reclow5 2040, 35 % 3,000  9 

xxx_3000_35_cpueom75 2040, 35 % 3,000  3 

xxx_3000_35_cpueupq 2040, 35 % 3,000  4 

xxx_3000_35_cpuew0 2040, 35 % 3,000  5 

xxx_3000_35_cpuew0reclow5 2040, 35 % 3,000  10 

xxx_3000_35_fis20 2040, 35 % 3,000  6 

xxx_3000_35_h55 2040, 35 % 3,000  7 

xxx_3000_35_reclow5 2040, 35 % 3,000  8 

 

6.3 ESCにおいて検討されるべき課題 

56. これらの課題については、既存の議題項目の通じて網羅された。 

6.4 その他の問題 

57. 技術部会は、プロジェクションコードの出力には CMPで使用される時系

列データ（すなわち CPUEに加えて遺伝子標識放流、POP及び HSP観察

値、CKMRの TRO指標 (𝐼𝑦𝑐𝑘)）を含める必要があることに留意した。それ

らの出力に関しては、将来的には MP実施作業の一部として例外的状況が

評価される必要があるものと考えられる。 

 

報告書の採択 

58. 報告書は採択された。 

閉会  

59. 会合は、2019年 6月 28日 13時 43分に閉会した。 
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別紙 2. 議題 

 

議題項目 1. 作業計画のスケジュール及び現在までの進捗状況のレビュー 

 

議題項目 2. オペレーティング・モデル及び入力データ 
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2.3 CPUE 

2.4 インドネシアの漁獲物における小型魚  

2.5 OMの最条件付け 
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3.1 最初の MP試行の結果のレビュー 
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3.3 チューニングされた MPのパフォーマンスの比較及び予想される 

            調整 
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議題項目 6. 作業計画及びスケジュール 

6.1 OMコードの更新及び関連する作図ファイル 

6.2 作業計画の再検討 

6.3 ESCにおいて検討されるべき課題 

6.4 その他の問題 
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別紙 4. 頑健性試験 

表 6. MP試験のための頑健性試験のリスト。灰色の網掛けは、ESCの前に実

施される選択された試験のサブセット。 

試験名 コード名 条件付けと予測の記述 優

先

度 

コー

ド？ 

lowR10 reclow10 最初の n年間の間、将来の加入を半減させる。

2018年は nを 10に設定 低  

lowR5 reclow5 最初の n年間の間、将来の加入を半減させる。

2018年は nを 5に設定 高  

highR rechigh 最初の n年間の間、将来の加入を 50 % 増加さ

せる。2018年は nを 5に設定 中 容易 

h=0.55 h55 必要と考えられる推定値の微調整を確認するの

み 中  

IS20 fis20 インドネシアのセレクティビティは 20歳+から

均一化 中  

Upq2008 cpueupq CPUEの qを 25 % 上昇（2008年から恒久化） 高  

Omega75 cpueom75 資源量 - CPUE関係のべき関数でべき乗数=0.75 高  

Var sq. CPUE  cpuew0 バリアブル・スクウェア 低  

Const sq. CPUE  cpuew1 コンスタント・スクウェア 低  

S50CPUE cpues50 LL1の過剰漁獲の 50 % が報告漁獲努力量に関

係 中  

S00CPUE cpues00 過剰漁獲は CPUEに影響しない 低  

Drop q increase cpuenocrp qの前年の増加分の 0.5 %を除く-連続的な努力

量のクリープはない 低 容易 

High fut. CPUE 

CV 

cpuehcv 将来の CPUEの CVを 30 % に増加（現在は

20 %） 中  

 cpue59 年齢範囲を 5 - 9歳とし、OMと予測の結合をチ

ェック...通過するように見えるので OK 中  

Aerial2016 as2016 2016年の航空目視調査のデータ点を除外 高  

 reclow5as2016 reclow5と as2016の組み合わせ 高  

 reclow5cpuew0 reclow5と cpuew0の組み合わせ 低  

 as2016cpue18 2016年の航空目視調査のデータ点と 2018年の

CPUEを除外 高  

 reclow5h55 reclow5と h55の組み合わせ 中  

q_hsp1 hspq1 HSPの比例係数を 1に設定。次年に、リファレ

ンス・セットに移される 中  

GT q high gtqh q=1.15 詳細と根拠は決定すべき 低  

GT overdisp. gtod 通常標識放流に適用した過分散を使用 中  

GT qtrend gtqtr qを毎年 1 % 増加。qの増加は資源の過大推定

を引き起こすことに留意 中 容易 

GT q low gtql q=0.85、詳細と根拠は決定すべき 中  

GTI troll 追加の加入量指数としてグリットタイプ指数を

含む。データ間の明らかな矛盾を考慮して、航

空目視調査の支配的な当てはまりを防ぐために

航空目視調査の CVを増加 低  

Corr Sel selrev 10年スケールの推定値の逆順の値を使用。「波

形のセレクティビティ」 低 困難 

 selalt 二峰型から近年のセレクティビティを 5年ブロ

ックで交互に使用。（予測のためには）二峰型

の最も極端なケースを使用すべき 中 困難 



 

試験名 コード名 条件付けと予測の記述 優

先

度 

コー

ド？ 

LL1 Case 2 of MR case2 2006年の市場報告 Case 2に基づく LL1の過剰

漁獲 低  

SFOC40 sfo40 オーストラリアの表層漁業による 40 % の過剰

漁獲：1992年の 1 % から 1999年には 40 % ま

で増加し、2016年まで継続。20 % 手法で行っ

たのと同様に年齢組成を調整。将来予測では

40 % の過剰漁獲を継続 中  

SFO00 sfo00 表層漁業に過去の追加漁獲なし。表層漁業に将

来の追加漁獲はなし 低  

HighaerialCV  条件付けにおいてプロセス CVを 0.4に固定。

Aerial2016シナリオでこれを十分に捉えている

ため、必要なし 

無

し  

Updownq  2009年に CPUE qを 50 % 増加させ、5年後に通

常に戻る 

無

し  

GamCPUE  オーストラリアから 2017年のデータ交換で提

供された”GAM CPUE”シリーズを使用。これ

は、モニタリング CPUEシリーズ 3である。他

の CPUEシリーズの中間であるために含まれて

いなかった 

無

し  

CPUE w/o area 7  CPUEへの集中効果の可能性に留意した感度と

して。違いが僅かなため含まれていない（伊藤

博士の文書）が、モニタリングは必要 

無

し  

CPUE placeholder  資源豊度と分布が大幅に変化した場合に、q及

び／あるいはセレクティビティがどのように変

化するかに関する予測シナリオ 

無

し  

Incomplete tag 

mixing 

 WA及び GABで放流した標識魚の不完全な混

合に対する感度。表層漁業（漁期 1）の個体群

全体に対して標識魚の漁獲死亡が 50 % 上昇 

無

し  

Piston line  追加の加入量指数としてピストンラインのひき

縄調査指数を含める。航空目視調査の支配的な

フィットを防ぐために航空目視調査の CVを増

加 

無

し  

Independent C-K  独立した近縁遺伝子解析の単独の推定値に基づ

いて今後決定。単独の推定値からは何も生じな

かった 

無

し  

Psi  目的関数での重み付けしたψを用いたグリッド

サンプリング。ψを一定にする代わりに目的関

数での重み付け 

無

し  

Noh.8  予測における h=0.8を除外した影響を精査する

ために、スティープネス（h）の優先重み付け

を 0.5、0.5、0.0に変更 

無

し  

Bimodal select.  OMMP 8報告書の図 11に示される最も極端な

ケース 

無

し  

POPs only  他のトレンドのデータの分散を大きくする、あ

るいはその他のアプローチで実施 

無

し  

AR-B0  ARプロセスを SSB0へ適用。リファレンス・セ

ットに AR1プロセスが含まれているため、必

要なし。 

無

し  

Nonstationary 

SSB0 

 歴史的な解析に基づくもの 無

し  



 

試験名 コード名 条件付けと予測の記述 優

先

度 

コー

ド？ 

Nonstationary 

stock-recruitment 

relationship 

 歴史的な残差の解析に基づくもの。リファレン

ス・セットに AR1プロセスが含まれているた

め不要 

無

し  

Missing MP data  これは過分散シナリオで取り上げられているた

め不要 

無

し  

 

 

 


